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虹
譴
血
叡
疇
蔵
古
印
謂
私
稲
（四）
一
、
印
の
使
用
者
の
経
歴
等
、
簡
略
な
解
題
を
付
し
た
。
参
考
文
献
は
一
々
あ
げ
な
い
が
、
既
刊
の
事
典
•
印
譜
・
評
伝
等
を
参
照
し
た
。
一
、
解
題
末
尾
に
、
印
を
採
集
し
た
資
料
名
を
添
え
た
。
一
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
印
文
の
読
み
を
記
し
た
。
一
、
本
稿
は
本
館
所
蔵
資
料
に
見
ら
れ
る
蔵
書
印
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
、
従
来
の
蔵
書
印
譜
等
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
も
の
、
或
い
は
、
本
学
及
び
本
館
に
関
係
の
深
い
も
の
か
ら
掲
げ
る
こ
と
を
心
が
け
、
や
が
て
他
へ
も
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
が
、
印
影
の
紹
介
を
限
目
と
し
、
年
代
・
分
野
等
に
捉
わ
れ
ず
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
、
排
列
は
人
名
（
印
の
使
用
者
名
）
の
五
十
音
順
と
す
る
。
一
、
印
影
は
原
則
と
し
て
原
寸
大
と
す
る
。
印
色
は
個
々
の
原
色
を
再
現
す
る
は
困
難
な
た
め
、
朱
•
磁
等
、
近
似
の
色
を
以
っ
て
示
し
た
。
凡
例
認
鱈
誌
蔵
書
印
譜
私
稿
（
四
）
大
江
令
子
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岡
野
知
十
大
野
洒
竹
斎
藤
酒
葉
月
人
水
口
豊
次
郎
雀
志
星
野
麦
人
鵜
沢
四
丁
北
田
木
村
素
石
贄
川
他
石
岩
田
九
郎
紫
水
中
村
俊
定
伊
藤
松
宇
目
勝
峯
次
晋
風
角
田
竹
冷
今
回
掲
出
し
た
印
は
、
筆
者
が
整
理
を
担
当
し
た
「
中
村
俊
定
文
応
」
に
見
ら
れ
る
印
を
中
心
と
し
て
、
他
の
蔵
書
中
の
印
を
い
く
つ
か
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
文
庫
は
元
本
学
教
授
故
中
村
俊
定
蒐
集
に
か
か
る
江
戸
期
の
俳
書
を
主
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
で
、
昭
和
六
十
一
年
秋
館
蔵
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
印
も
掲
出
し
た
が
、
相
互
に
関
連
の
あ
る
も
の
や
、
中
村
教
授
が
生
前
交
友
の
あ
っ
た
方
の
も
の
な
ど
、
あ
え
て
と
り
あ
げ
た
。
こ
の
他
の
見
る
べ
き
印
は
次
回
以
降
追
っ
て
と
り
あ
げ
た
い
。
な
お
、
中
村
俊
定
文
庫
以
外
の
資
料
か
ら
採
っ
た
印
に
つ
い
て
は
、
印
影
お
よ
び
採
集
資
料
名
に
よ
し
＊
印
を
付
し
た
。
（
お
お
え
図
書
館
国
内
図
書
課
）
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「
門
外
松
宇
秘
笈
不
出
」
松
宇
(
-
A
尭
ー一
酋―-）
伊
藤
俳
人
。
安
政
六
年
長
野
県
丸
子
に
生
れ
る
。
名
半
次
郎
、
別
号
琴
声
、
雪
操
居
。
父
洗
耳
お
よ
び
加
部
琴
堂
に
俳
諧
を
学
ぶ
。
明
治
十
五
年
上
京
。
渋
沢
栄
一
の
知
己
を
得
、
第
一
銀
行
、
王
子
製
紙
、
渋
沢
倉
庫
等
に
勤
め
た
。
第
一
銀
行
時
代
、
斎
藤
雀
志
を
知
り
古
俳
書
収
集
を
始
め
る
。
二
十
四
年
森
猿
男
、
片
山
桃
雨
ら
と
俳
諧
椎
の
友
社
を
結
成
、
二
十
六
年
正
岡
子
規
ら
と
初
の
新
派
俳
誌
「
俳
諧
」
創
刊
。
二
十
九
年
に
は
角
田
竹
冷
主
唱
に
か
か
る
秋
声
会
に
参
加
、
四
十
四
年
俳
誌
「
に
い
は
り
」
（
の
ち
「
筑
波
」
と
改
題
）
を
創
刊
主
宰
、
俳
諧
史
研
究
と
連
句
を
唱
尊
し
た
。
古
俳
書
四
千
部
に
及
ぶ
そ
の
蔵
書
は
「
松
宇
文
庫
」
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
『
俳
文
学
大
系
』
他
、
多
数
の
翻
刻
・
編
著
書
を
刊
行
し
た
。
昭
和
十
八
年
東
京
関
口
芭
蕉
庵
に
没
。
の
ち
そ
の
蔵
書
は
諧
談
社
社
長
野
間
清
治
に
譲
ら
れ
、
現
在
講
談
社
の
所
有
・
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
『
干
菜
売
』
文
化
九
年
序
刊
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国
文
学
者
。
明
治
二
十
四
年
大
分
県
に
生
れ
る
。
号
水
鳥
。
大
正
十
四
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業
。
学
習
院
大
学
購
師
を
経
て
同
教
授
。
―
―
―
十
年
に
わ
た
っ
て
学
習
院
に
教
鞭
を
と
っ
た
。
退
職
後
東
海
大
学
、
大
東
文
化
大
学
に
迎
え
ら
れ
た
。
古
稀
を
す
ぎ
て
の
大
著
『
芭
蕉
俳
句
大
成
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
芭
蕉
を
中
心
と
す
る
作
品
研
究
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。
ま
た
、
横
井
也
有
の
『
鶉
衣
』
の
研
究
で
知
ら
れ
、
昭
和
一
―
-
+
―
―
一
年
『
完
本
う
づ
ら
衣
新
講
』
に
よ
り
同
年
度
の
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
他
『
芭
蕉
の
俳
句
俳
文
』
『
奥
の
細
道
の
新
し
い
解
釈
』
『
川
柳
評
解
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
四
十
四
年
没
。
『
咋
冬
の
日
注
解
』
写
本
『
俳
諧
附
合
小
鏡
』
安
永
四
年
刊
岩
田
九
郎
(-〈九
一ー
一九究）
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「
四
丁
庵蔵
書
」
俳
人
。
明
治
一
一
年
千
葉
県
安
食
町
に
生
れ
る
。
名
芳
松
、
別
号
楳
蒼
居
。
青
山
学
院
、
独
逸
協
会
に
学
び
鉄
道
省
に
勤
め
た
。
ニ
十
八
年
よ
り
角
田
竹
冷
ら
の
秋
声
会
に
属
し
、
昭
和
七
年
俳
誌
「
俳
諧
」
を
創
刊
、
正
岡
子
規
が
文
学
に
非
ず
と
否
定
し
た
連
句
を
見
直
し
、
「
新
ら
し
き
時
代
を
背
景
と
し
た
連
句
」
を
提
唱
し
た
。
水
彩
画
を
よ
く
し
、
日
本
水
彩
画
会
同
人
で
も
あ
っ
た
。
句
集
『
四
丁
句
集
』
の
他
、
『
俳
諧
修
辞
学
』
『
旅
鞄
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
十
九
年
没
。
『
俳
諧
問
答
』
嘉
永
―
―
一
年
刊
鵜
沢
四
丁
（
天
究
ー
一
九
醤
）
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「洒竹」
大
野
洒
竹
(-全丁一九＿
＿）
俳
人
、
医
家
。
明
治
五
年
熊
本
県
に
生
れ
る
。
名
は
豊
太
。
東
大
医
学
部
卒
業
後
、
東
京
日
本
稲
に
皮
府
科
を
開
業
。
俳
句
は
十
代
か
ら
呉
山
堂
玉
成
に
学
ぶ
。
第
一
高
等
中
学
校
で
同
窓
に
正
岡
子
規
が
お
り
、
こ
の
頃
よ
り
創
作
・
古
書
収
集
を
本
格
的
に
始
め
た
。
二
十
七
年
佐
佐
醒
雪
、
笹
川
臨
風
ら
同
じ
東
大
在
学
の
俳
人
と
筑
波
会
を
結
成
、
翌
年
角
田
竹
冷
ら
の
秋
声
会
に
も
参
加
し
た
。
四
十
三
年
雪
中
庵
九
世
斎
藤
雀
志
の
集
書
約
四
千
五
百
冊
を
得
、
日
本
一
の
俳
書
持
ち
と
な
っ
た
。
『
俳
諧
文
庫
』
の
刊
行
な
ど
古
俳
書
の
普
及
に
つ
と
め
、
荻
窪
に
洒
竹
文
庫
建
設
を
企
て
た
が
果
さ
ず
、
大
正
二
年
没
し
た
。
蔵
書
中
の
俳
書
の
大
部
分
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
洒
竹
文
庫
と
し
て
収
め
ら
れ
、
他
は
散
逸
し
た
。
掲
出
の
「
洒
竹
文
庫
」
印
は
、
長
沢
規
矩
也
に
よ
れ
ば
、
村
口
書
房
が
洒
竹
の
本
を
売
る
に
際
し
造
っ
て
押
し
た
も
の
と
い
う
。
『
犬
南
留
可
志
』
文
久
三
年
序
刊
『
吉
原
し
つ
つ
い
』
柳
亭
種
彦
写
＊
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「
知
十
」
俳
人
。
万
延
元
年
北
海
道
日
高
に
生
れ
る
。
名
敬
胤
、
旧
号
正
味
。
は
じ
め
函
館
毎
日
新
聞
に
入
る
。
上
京
し
、
明
治
二
十
八
年
毎
日
新
聞
に
「
俳
壇
風
聞
記
」
を
執
筆
、
注
目
を
集
め
た
。
角
田
竹
冷
の
秋
声
会
結
成
に
加
わ
り
論
陣
を
は
っ
た
が
、
そ
の
遊
俳
的
傾
向
に
あ
き
た
ら
ず
脱
退
。
三
十
四
年
自
ら
俳
誌
「
半
面
」
を
創
刊
、
正
岡
子
規
ら
日
本
派
の
写
生
的
句
風
、
秋
声
会
の
談
林
風
を
と
も
に
否
定
し
、
耽
美
的
主
観
主
義
を
主
張
し
て
新
々
派
を
称
し
た
。
江
戸
座
の
俳
諧
を
好
み
、
古
俳
書
の
収
集
・
研
究
に
つ
と
め
た
。
関
東
大
震
災
後
、
古
俳
書
四
百
五
十
点
余
を
東
京
大
学
に
寄
贈
、
知
十
文
庫
と
し
て
今
日
、
洒
竹
•
竹
冷
両
文
庫
と
と
も
に
東
大
総
合
図
書
館
の
費
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
句
集
『
が
屈
日
』
の
他
、
『
晋
其
角
』
『
湯
島
法
楽
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
七
年
没
。
『
玉
田
集
・
錦
袋
集
』
文
政
二
年
序
刊
『
身
の
昔
』
式
亭
三
馬
自
筆
＊
岡
野
知
十
(
K
さ
—
―
菖
一
）
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「晋風」
勝
峯
晋
風
(-g_―九品）
俳
人
。
明
治
二
十
年
東
京
牛
込
に
生
れ
る
。
名
晋
三
、
別
号
黄
橙
苑
。
父
錦
風
に
俳
句
を
学
ぶ
。
東
洋
大
学
卒
業
後
、
小
樽
新
聞
、
報
知
新
聞
、
万
朝
報
、
時
事
新
報
等
に
記
者
と
し
て
勤
め
、
そ
の
間
、
伊
藤
松
宇
、
斎
藤
雀
志
ら
秋
声
会
の
俳
人
と
交
流
し
た
。
関
東
大
震
災
後
俳
諧
研
究
に
専
念
し
、
松
宇
主
宰
の
俳
誌
「
に
い
は
り
」
を
継
承
、
の
ち
「
黄
橙
」
と
改
題
し
て
主
宰
し
、
「
六
•
十
ニ
•
六
」
の
新
連
句
形
式
を
提
唱
し
た
。
『
日
本
俳
書
大
系
』
十
七
巻
の
刊
行
を
は
じ
め
、
古
俳
書
の
翻
刻
・
編
纂
に
功
絞
多
く
、
俳
諧
研
究
に
貢
献
し
た
。
『
芭
蕉
翁
追
芳
』
『
明
治
俳
諧
史
話
』
等
の
他
、
句
集
『
汽
笛
』
が
あ
る
。
昭
和
二
十
九
年
没
。
蔵
書
の
一
部
は
天
理
図
書
館
に
黄
橙
文
庫
と
し
て
伝
存
す
る
。
『
誹
諧
絵
合
』
写
本
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「
北
田
紫
水
蔵
図
書
記
」
唆
条
摺
倉
庫
邑
/
c
 
紫
水
(
-
直
ー
一
九
器
）
俳
人
、
実
業
家
。
神
戸
の
人
。
明
治
七
年
千
葉
県
に
生
れ
る
。
名
彦
一―
一
郎
。
東
京
帝
国
大
学
独
法
科
を
卒
業
、
東
京
海
上
保
険
会
社
に
入
る
。
在
職
二
年
に
し
て
退
職
、
ド
イ
ツ
の
ゲ
ソ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
保
険
学
を
学
ぶ
。
欧
米
各
国
の
海
上
保
険
会
社
に
実
務
を
研
修
、
帰
国
後
日
本
火
災
保
険
会
社
常
務
取
締
役
と
な
る
。
大
正
二
年
再
び
英
•
独
に
視
察
、
五
年
大
東
海
上
保
険
会
社
を
創
立
し
た
。
こ
の
他
数
社
の
重
役
を
つ
と
め
、
関
西
財
界
の
雄
と
し
て
知
ら
れ
た
。
俳
句
を
別
天
楼
に
学
び
、
連
歌
・
俳
諧
・
狂
歌
に
関
す
る
古
書
を
集
め
蔵
書
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
句
集
『
紫
水
句
集
』
の
他
『
俳
僧
蝶
夢
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
十
九
年
没
。
『
木
の
本
』
享
保
十
九
年
序
刊
他
北
田
-243-
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「素石」
「
素
石
園
木
村
蔵
」
俳
人
。
三
井
物
産
初
代
副
社
長
。
天
保
十
四
年
長
州
藩
士
の
子
に
生
れ
る
。
名
正
幹
、
号
月
の
本
素
石
、
素
石
園
。
桂
太
郎
ほ
か
長
州
の
勤
皇
派
志
士
と
親
交
あ
り
、
維
新
後
京
都
府
に
出
仕
。
明
治
六
年
、
井
上
啓
が
創
立
し
た
貿
易
商
社
「
先
収
会
社
」
に
益
田
孝
ら
と
入
社
。
九
年
三
井
物
産
設
立
と
同
時
に
益
田
孝
社
長
の
も
と
、
副
社
長
と
な
っ
た
。
以
後
益
田
の
女
房
役
と
し
て
、
内
部
統
制
、
人
事
行
政
、
会
計
事
務
に
オ
腕
を
揮
い
、
今
日
の
三
井
物
産
の
基
礎
を
築
い
た
。
の
ち
＿
―
-
井
家
大
元
方
の
監
査
役
に
転
じ
、
ニ
十
八
年
三
井
家
を
代
表
し
て
東
京
電
燈
社
長
に
就
任
し
た
。
晩
年
は
役
職
を
去
り
、
俳
諧
・
古
書
収
集
を
趣
味
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
。
明
治
三
十
六
年
没
。
『
加
新
百
約
』
元
禄
十
一
年
刊
『
勧
学
文
』
疫
長
二
年
刊
古
活
字
版
＊
木
村
素
石
（
一
八
翌
ー
一九0
――-）
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俳
人
。
嘉
永
四
年
江
戸
日
本
橋
に
生
れ
る
。
本
名
銀
蔵
。
三
井
銀
行
横
浜
支
店
長
。
秋
声
会
の
俳
人
森
無
黄
ら
と
交
友
あ
り
俳
句
を
始
め
る
。
職
を
辞
し
て
の
ち
雪
中
庵
八
世
服
部
梅
年
に
入
門
、
明
治
二
十
一
年
雪
中
庵
九
世
を
製
名
し
た
。
―
―
―
十
二
年
、
博
文
館
刊
『
明
治
十
二
傑
』
に
、
老
鼠
堂
永
機
、
正
岡
子
規
、
春
秋
庵
幹
雄
ら
と
と
も
に
十
二
俳
仙
の
一
に
選
は
れ
た
。
多
く
の
門
弟
を
擁
し
、
当
時
有
数
の
蔵
書
家
と
し
て
き
こ
え
た
。
没
後
、
そ
の
厖
大
な
蔵
書
は
大
野
洒
竹
の
有
に
帰
し
た
。
明
治
四
十
一
年
没
。
編
著
に
『
嵐
雪
全
集
』
『
蓼
太
全
集
』
（
共
編
）
『
温
故
二
十
四
番
』
『
歌
妓
二
十
四
時
』
な
ど
が
あ
る
。
『
晋
家
秘
伝
抄
』
写
本
斎
藤
雀
志
（
一
公一
ー
一
JL
o〈
)
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「
三
更
亭
」
俳
人
。
明
治
十
一
年
東
京
に
生
れ
る
。
本
名
公
済
、
別
号
一
二
更
亭
。
印
刷
店
に
勤
務
。
正
岡
子
規
が
選
者
を
つ
と
め
た
新
聞
「
日
本
」
の
俳
句
欄
や
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
、
子
規
に
学
ん
だ
。
星
野
麦
人
と
親
交
あ
り
、
角
田
秋
冷
ら
の
秋
声
会
に
も
加
わ
っ
た。
明
治
三
十
三
年
二
十
三
歳
の
若
さ
で
没
し
た
。
掲
出
印
の
あ
る
『
千
と
せ
の
夢
』
に
は
、
角
田
竹
冷
の
「
竹
冷
」
印
と
、
星
野
麦
人
の
「
麦
人
」
印
が
あ
り
、
三
者
の
交
友
が
偲
ば
れ
る
。
『
千
と
せ
の
夢
』
文
化
元
年
序
刊
酒
葉
月
人
（
一
癸
ー
云
0
)
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魔
）
杯
途
I
A] 
俳
人
、
弁
護
士
。
安
政
三
年
静
岡
県
富
士
市
に
生
れ
る
。
本
名
真
平
、
聴
雨
窓
と
号
す
。
上
京
し
て
沼
間
守
一
に
学
ぶ
。
若
く
し
て
代
言
人
（
弁
護
士
）
と
な
っ
て
名
を
な
し
、
東
京
市
会
談
員
、
衆
議
院
議
員
、
株
式
取
引
所
理
事
長
他
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
「
読
売
」
「
毎
日
」
な
ど
の
新
聞
俳
句
選
者
と
な
り
時
事
俳
句
を
発
表
、
二
十
八
年
尾
崎
紅
莱
、
岡
野
知
十、
大
野
洒
竹
ら
と
秋
声
会
を
起
こ
し
、
翌
年
機
関
誌
「
秋
の
声
」
を
刊
行
し
た
。
（
の
ち
「
卯
杖
」
、
さ
ら
に
「
木
太
刀
」
と
改
題
。
）
秋
声
会
は
遊
俳
の
域
を
出
ず
俳
壇
の
主
流
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
が
、
竹
冷
は
新
旧
俳
人
と
広
く
交
遊
し
、
俳
壇
の
興
隆
に
尽
力
す
る
一
方
、
俳
書
の
収
集
・
出
版
に
努
力
し
、
俳
諧
研
究
に
貢
献
し
た
。
著
書
に
『
聴
雨
窓
俳
話
』
『
俳
諧
句
会
全
集
』
『
竹
冷
句
紗
』
な
ど
が
あ
る
。
大
正
八
年
没
。
千
四
百
冊
に
及
ぶ
竹
冷
文
庫
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
。
『
続
年
矢
俳
諧
集
』
享
保
十
三
年
序
刊
『
千
と
せ
の
夢
』
文
化
元
年
序
刊
角
田
竹
冷
(
-
〈
呉
ー
一
九
一
九
）
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「
中
村
俊
定
」
◎
 
鬱
「俊定」 轡
俊
定
（
一
姿
8
|
＿盗）
国
文
学
者
。
明
治
三
十
三
年
愛
知
県
蒲
郡
市
に
生
れ
る
。
号
逸
空
、
菜
圃
、
菜
翁
。
十
二
歳
で
僧
籍
に
入
る
。
昭
和
三
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。
実
業
之
日
本
社
に
入
る
が
、
退
職
し
俳
諧
研
究
に
志
す
。
関
口
芭
蕉
庵
の
伊
藤
松
宇
の
も
と
に
通
い
松
宇
文
庫
を
閲
読
調
査
、
ま
た
連
句
を
水
口
豊
次
郎
（
天
つ
雁
）
に
学
ん
だ
。
研
究
者
に
呼
び
か
け
俳
諧
研
究
会
を
お
こ
し
、
十
一
年
初
の
研
究
誌
「
連
歌
と
俳
諧
」
を
創
刊
。
十
七
年
よ
り
早
稲
田
大
学
文
学
部
に
俳
諧
を
諧
じ
、
三
十
一
年
教
授
と
な
る
。
四
十
五
年
定
年
退
職
後
は
二
松
学
舎
大
学
に
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
二
十
五
年
俳
文
学
会
設
立
に
あ
た
り
、
ま
と
め
役
と
し
て
秤
走
、
以
後
長
く
そ
の
運
営
に
力
を
尽
く
し
た
。
貞
門
俳
諧
と
り
わ
け
松
江
重
頼
の
研
究
で
知
ら
れ
る
が
、
『
芭
蕉
句
集
連
句
篇
』
合
I
本
古
典
文
学
大
系
）
等
の
芭
蕉
研
究
を
は
じ
め
、
『
俳
諧
大
辞
典
』
『
俳
諧
史
の
諸
問
題
』
等
々
俳
諧
史
の
全
域
に
わ
た
っ
て
業
績
を
残
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
没
。
三
回
忌
に
あ
た
る
六
十
一
年
秋
、
そ
の
集
書
約
千
四
百
冊
が
館
蔵
に
帰
し
た
。
「
中
村
俊
定
文
庫
」
の
各
冊
中
村
-253-

「
徳
雲
文
庫
」
-）亨：
l
巳
「石他」
兌云ゞ
j
.
厄
T
¥
「
他
石
」
贄
川
俳
人
。
明
治
元
年
静
岡
県
駿
東
郡
清
水
村
に
生
れ
る
。
本
名
邦
作
。
駿
東
鉄
道
会
社
専
務
、
県
会
議
員
な
ど
を
歴
任
、
大
正
十
四
年
清
水
村
村
長
と
な
っ
た
。
俳
諧
を
孤
山
堂
凌
頂
に
学
び
、
は
じ
め
稲
香
と
号
し
た
が
、
の
ち
碧
雲
堂
他
石
と
改
め
た
。
松
浦
羽
洲
、
森
山
鳳
羽
に
連
句
を
学
び
、
ま
た
秋
声
会
同
人
と
し
て
、
角
冷
、
松
宇
ら
の
影
孵
も
う
け
、
連
句
お
よ
び
そ
の
史
的
研
究
に
お
い
て
著
し
い
業
績
を
残
し
た
。
編
著
書
は
『
三
陀
羅
尼
』
『
志
太
筆
』
『
寒
稽
古
』
『
芭
蕉
全
集
』
（
岩
波
書
店
）
、
『
芭
蕉
全
集
』
（
興
文
社
）
『
俳
文
俳
句
集
』
『
六
花
庵
三
代
』
等
多
数
。
昭
和
十
年
没
。
『
す
る
か
百
約
』
元
文
四
年
序
刊
『
老
荷
』
文
政
五
年
刊
他
石
(-笑ー一窒蓋）
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俳
人
。
明
治
十
四
年
東
京
水
道
町
に
生
れ
る
。
日
本
大
学
•
国
民
英
学
会
に
学
ぶ
。
大
野
洒
竹
選
「
毎
日
俳
壇
」
、
正
岡
子
規
選
「
日
本
俳
壇
」
に
投
句
、
子
規
庵
句
会
に
列
な
る
一
方
、
尾
崎
紅
葉
の
知
遇
を
得
、
角
田
竹
冷
ら
の
秋
声
会
に
も
参
加
し
俳
句
の
修
業
を
稼
ん
だ
。
―
二
十
四
年
晩
鐘
会
を
結
成
し
「
俳
藪
」
を
創
刊
、
の
ち
秋
声
会
の
機
関
誌
「
卯
杖
」
と
合
併
し
て
「
木
太
刀
」
と
改
題
、
以
後
終
生
こ
れ
を
主
宰
し
た
。
古
俳
句
研
究
に
も
力
を
注
ぎ
、
『
俳
諧
年
表
』
（
牧
野
望
東
と
共
著
）
『
蕉
門
十
哲
集
』
等
を
編
ん
だ
他
、
『
紅
葉
句
帳
』
『
竹
冷
句
紗
』
等
、
先
師
知
友
の
顕
彰
に
も
っ
と
め
た
。
秋
声
会
同
人
中
た
だ
一
人
明
治
大
正
昭
和
の
三
代
を
俳
句
一
筋
に
生
き
、
俳
壊
に
重
き
を
な
し
た
。
自
家
句
集
に
『
あ
ぢ
さ
ゐ
』
『
草
笛
』
等
が
あ
る
。
昭
和
四
十
年
没
。
『
千
と
せ
の
夢
』
文
化
元
年
序
刊
星
野
麦
人
（
一
全
老
ー
一
九
六
写
）
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穏
「”」
巻
水
口
豊
次
郎
（一袋了一九五＿―
-）
俳
人
。
明
治
三
年
静
岡
県
駿
東
郡
伊
豆
嶋
田
に
生
れ
る
。
号
天
つ
雁
。
少
年
時
、
韮
山
の
江
川
太
郎
左
衛
門
家
に
寄
食
し
て
勉
学
、
俳
諧
は
伊
豆
の
滝
の
本
連
水
に
学
ん
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
に
心
酔
し
明
治
二
十
九
年
上
京
、
救
世
軍
に
投
じ
伝
道
活
動
に
入
っ
た
。
の
ち
独
力
で
伝
道
誌
「
あ
ま
つ
か
り
」
を
発
行
、
関
東
各
地
の
伝
道
に
つ
と
め
た
。
後
年
東
京
建
鉄
株
式
会
社
に
招
か
れ
、
社
の
再
建
に
尽
刀
、
重
役
と
な
る
。
昭
和
四
年
こ
れ
を
辞
し
、
俳
諧
研
究
と
連
句
指
端
に
専
心
し
た
。
古
俳
書
・
短
冊
の
蒐
集
を
趣
味
と
し
、
短
冊
は
貞
門
・
談
林
か
ら
化
政
期
に
至
る
俳
人
の
も
の
を
中
心
に
、
連
歌
師
、
歌
人
、
戯
作
者
の
も
の
ま
で
極
め
て
幅
広
く
集
め
た
。
昭
和
二
十
八
年
没
。
同
一
1
一
十
年
、
中
村
俊
定
の
尽
力
に
よ
り
、
ニ
千
四
百
余
点
に
及
ぶ
そ
の
短
冊
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
が
本
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
『
千
鳥
集
』
文
化
三
年
序
刊
『
枯
野
問
答
』
延
享
五
年
刊
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